
しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト 令和５年度実証実験結果

静岡県交通基盤部
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1-1.実験地区

掛川市

松崎町

沼津市

（実験施設）
袋井市

遠隔監視拠点

遠隔監視拠点

実証テーマ：遠隔監視技術を活用した自動運転の検証
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1-2.令和５年度実証実験
・令和５年度は令和４年度と実験地区は変更せず、実験内容を深化させて実施

実験地区 松崎町 沼津市 掛川市

ルート 各集落周遊
【各地区集会場―役場】 沼津駅―沼津港 旧大東町地区周遊

【市役所支所―店舗】

実験内容
・レベル４を想定した
走行

・複数ルートの設定

・レベル４を想定した
走行

・複数台同時監視
・信号連携

・レベル４を想定した
走行

・見守るバス停の設置

遠隔
コントロール

センター
沼津仲見世商店街 沼津仲見世商店街 掛川市役所

実施時期 10月17日～19日
24日～26日

11月17日～23日
【17日は荒天の為運休】 12月11日～17日

試乗者数
※関係者除く

51名
(53名)

368名
(227名)

137名
(114名、229名)

※カッコ内は昨年度の試乗者数
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【特徴】
松崎町は過疎化が進んでおり、交通空白地域が存在し、

移動困難の高齢者が多く存在する。そのため、高齢者等
の交通弱者に対する移動手段の確保検証をするとともに、
過疎地域における新たなライフスタイルの形成をするために、
自動走行車両の導入が可能かを検証する。

過疎エリア（各集落周遊）

1-3.実施地区① （松崎町）

【実証内容】
● レベル４を想定した走行
● 沼津仲見世商店街からの遠隔監視
● ルートを２つ設定し、周遊
● 狭隘区間を含む運行

ルートA過疎

約5.0km

スーパー

ルートB

出典：静岡県地理情報システム/Maptiles by MIERUNE, under CCBY. DATA by OpenStreetMap contributors, under ODbL

約4.5km

スーパー
病院

【想定する実装モデル】
● 買い物や通院等のための移動手段確保を目的とした地域

循環型バス
● 地元交通事業者やＮＰＯを主体とした実装を想定

【試乗者】
51名
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1-4.実施地区② （沼津市）

【特徴】
沼津港は、県東部地域の代表的な観光地として年間160万人

以上の集客力があり、その交通手段は、関東圏からの自家用車
利用が7割以上である。港が賑わう一方で、駅周辺市街地への波
及や、2区間を接続する既存バス路線の混在等の問題があるため、
自動運転車両を活用した移動の利便性の向上を検証する。

市街地エリア（沼津駅-沼津港） 市街地

【実証内容】
● レベル４を想定した走行
● 沼津仲見世商店街からの遠隔監視(複数台同時)
● 信号連携（４箇所）

沼津港

JR沼津駅

出典：静岡県地理情報システム/Maptiles by MIERUNE, under CCBY. DATA by OpenStreetMap contributors, under ODbL

約2.2km
【想定する実装モデル】
● 駅と観光地を結び観光客輸送を目的とした観光バス
● 地元路線バス事業者を主体とした実装を想定

【試乗者】
368名
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1-5.実施地区③ （掛川市）

郊外エリア（旧大東町地区） 郊外

【実証内容】
● レベル４を想定した走行
● 掛川市役所からの遠隔監視
● 「見守るバス停」の設置による乗車管理

スーパー

支所
出典：静岡県地理情報システム/Maptiles by MIERUNE, under CCBY. DATA by OpenStreetMap contributors, under ODbL

約4.5km

【特徴】
掛川市の大東地区は、高齢者等の交通弱者に対する移動手

段の確保が困難な状況。そのため、高齢者等の生活に要する買
い物や地域内外の人々との交流増加など、新たなライフスタイル
の形成をするために、自動走行車両の導入が可能かを検証する。

【想定する実装モデル】
● 買い物のための移動手段確保を目的とした地域循環型

バス
● 地元ＮＰＯを主体とした実装を想定

【試乗者】
137名
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2-1.実証技術
・以下の内容について、今年度新たに技術検証を実施した

7

実験内容 実験詳細 実験結果 写真

LiDARの増設
車両前方にLiDARを追
加し、既存LiDARは相対
速度の検知に活用

追い越しをされた際の急
ブレーキが激減した

複数台同時走行
（監視）

沼津にて、２台同時に
走行をさせ、同時監視
も実施

監視側で情報過多となっ
たが、運行は支障なくでき
た

信号情報取得

沼津にて、交通管制セ
ンターで集中制御して
いる４台の信号機にお
いて、灯色サイクルを
取得

交差点進入直前で灯色
サイクルが変更となった
ケースでは手動介入を必
要としたが、ほとんどの
ケースで自動運転での交
差点通過が実現した



2-2.実証技術【複数台同時走行（監視）】

【実証内容】
・２台が同時に自動運転走行を行っている際のコントロールセンターの監視体制を検証

■複数台同時監視実施期間
11月18日(土)、19日(日)
全便で２台同時監視を実施
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2-3.実証技術【信号情報の受信】
【実証内容】

・信号情報を無線通信によりクラウドに送信し、リアルタイムの信号情報を車両側が受信
・車両サイドでは、信号情報に合わせた停止、出発等のタスクを実施
※今年度は管制センターによる集中制御の信号情報を取得し、車両制御

クラウド
（信号情報配信サーバ）

灯色状態情報 信号予定情報

生成時刻
灯色状態
青：点灯/消灯/点滅
黄：点灯/消灯/点滅
赤：点灯/消灯/点滅 etc

生成時刻
青：最小秒数/最大秒数
黄：最小秒数/最大秒数
赤：最小秒数/最大秒数 etc

提供対象信号機登録/解除

●イメージ

■信号情報取得交差点は
ルート上における沼津駅側の
下記４交差点
・沼津駅前 沼津市大手町３丁目１番
・大手町北 沼津市大手町３丁目８番
・大手町 沼津市大手町５丁目５番５号
・通横町 沼津市通横町23番地
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2-4.令和５年度実証実験での課題

②遠隔監視において、昼時に電波強度が下落することで、映像品質が悪化し、
監視が困難となった場面があった。

③複数台同時監視の際は、監視者に与えられる情報が多大となり、アラート等が必要であった。
（監視者の感想：歩きスマホをしているのと同じ感覚）
⇒AIによるカメラ画像の中で注視すべき事項の自動抽出やアラート発報等の機能構築、
監視者の２名体制（１人目はメイン画面を、２人目はサブ画面を監視）、
路車間協調による危険予知等による負担軽減の検討を行う。

④信号機のある交差点での右折時に、右折信号が灯色
している時間中に交差点の通過が困難な場面があった。
⇒車両の反応速度や車速の向上、交差点への進入に

対するルールの検討を行う。

①周囲に何も無い区間等でシステムが自己位置を見失う場面があった。
⇒GNSSやターゲットラインペイント等の自己位置計測を補完する
仕組みの検討を行う。

⇒12時から13時までの運行を控える等の
ダイヤ検討を行う。また、自動運転専用
の電波帯が設定される等の措置を要望
していく。
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3-1.モニター調査結果
●すべての地区において試乗者にモニター調査を実施

掛川市

松崎町 沼津市

N=88

N=33 N=158

凡例 ： ■男 ■女 ■回答しない
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3-2.モニター調査結果（自由記述[抜粋]）
●アンケートには自由記述欄を設けていたが、以下のような意見が多かった。

【ポジティブな意見】
•かなり難易度の高いルートを上手く走れていた。
•のんびり街を見ることができた。
•意外と速く感じた。
•信号と連携する機能は重要だと感じた。
•免許返納の後押しになると思う。
•進化が見られて良かった。

【ネガティブな意見】
•後続の渋滞が気になった。速度は時速30キロ位が理想。
•窓があった方がいい。
•荷物を持って乗るには少し狭い
•乗降ステップの位置が高いと思った。高齢者には辛いのではないか。
•急加速、急停車が怖かった。
•もっと頑丈な車両なら安心して乗車できる。

⇒車両性能の向上を求める意見が多い。
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3-3.県政世論調査結果
・今年度の県政世論調査にて、自動運転に関する調査を行った。 ※1,692人から回答

知っている 22.8% 知らない 76.7%

無回答 0.5%

乗ってみようと思う 

47.4%

乗ってみたいとは思わ

ない 28.7%
わからない 23.6%

無回答 0.3%

●自動運転車に関心があるか。
⇒「関心がある」が62.8％、「関心がない」が30.1％

●自動運転車に乗ったことがあるか。
⇒「乗ったことがある」が6.4％、「乗ったことがない」が93.2％

●県が実施している自動運転実証実験を知っているか。
⇒「知っている」が22.8％、「知らない」が76.7％

●住んでいる地区で自動運転車が走ったら乗ってみたいと思うか。
⇒「乗ってみようと思う」が47.4％、「乗ってみたいとは思わない」が28.7％

【総評】
自動運転車の需要は高い
が、県の取り組みについての
認知度は低い
⇒認知度の向上が必要
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しずおか自動運転ShowCASEプロジェクト 令和５年度実証実験計画自動運転サービスの社会実装に向けて
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基礎自治体への実装に向けた支援（ノウハウ、資金等）

2024年度

4-1.事業スケジュールの見直し（今後の計画）
全体スケジュール（現状）

計画期間：2019年度-2024年度
目標：自動運転サービスの実現

全体スケジュール（見直し）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

自動運転移動
サービスの実現他地域への横展開

2019年度

公道における自動運転・未来技術の実証実験⇒実験及びオペレーションの高度化とマネタイズの検証
沼津・下田・松崎：地域性の異なる環境下での実証実験から実装走行へ

2023年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

県
目
標

レベル２での
社会実装
１ヵ所以上

レベル４での
社会実装
１ヵ所以上

レベル２での
社会実装
５ヵ所以上

レベル４での公道走行に向けた課題解消（技術検証・関係省庁協議 等）
レベル４での
社会実装

に向けた審査

県主体の公道走行実験
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他分野(医療・福祉・観光等)産業との連携



①交通事業者による運行（既存営業路線の高度化）

②新たな車両の導入（輸送力増強・速度向上）

サービス提供
・車両開発
・３Ｄ地図作成
・走行システム
・遠隔監視システム

自動運転システム

有償運送(レベル２)
・沼津駅⇔沼津港
・安全運行管理
・遠隔監視

運行

交通事業者
による運行 自動運転技術

公共交通の高度化（観光利用等）

‣2023年度(2024.2)
沼津市による実証実験
(１週間程度)

‣2024年度
沼津市・地元交通事業者
による実証実験
(３カ月程度)

‣2025年度
社会実装(目標)

＋

⇒⇒

4-2. 自動運転サービスの社会実装に向けた取組（沼津市）

◇地元交通事業者

※イメージ ※イメージ
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参考）自動運転に対する補助金（国） 17



4-3.実装に向けた横展開の取組

・県内全市町に対し、自動運転の勉強会及び実装に向けた意見交換会を開催

【実施時期】
８月23日(水) 13：15～
リアル＋オンライン

【対象】
県内各市町 県内35市町中、27市町が出席

【勉強会】
県や静岡市の実施した実証実験の内容等を紹介

【意見交換会】
実装に対する手法の一例を他県事例等を踏まえ説明
各市町の抱える課題等をヒアリング（個別相談の実施も検討）

⇒ 自動運転の実装を検討する市町が拡大していく。
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4-4.県内市町での取組①

事業主体 静岡市 浜松市

実施時期 令和５年４月２８日～５月１０日
令和５年１１月２８日～１２月２３日

令和６年１月９日～２月１７日
全期間 火、木、土曜日の運行

実施場所 市役所・県庁周辺 西区庄内地区

ルート
静岡市歴史博物館

－大河ドラマ館（静岡浅間神社）
浜名湖パルパルバス停
－遠州鉄道山崎営業所

受注者 東急 ＢＯＬＤＬＹ

試乗者 有（607名試乗） 有

予算 市費100％ 国費100％（国交省補助金）

写真
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4-5.県内市町での取組②

事業主体 富士市 三島市

実施時期 令和５年９月２３日 令和５年１２月１日～１２月４日

実施場所 富士市中央公園 三島駅周辺

ルート イベント広場一周（非公道）
日本大学三島駅北口校舎
－ＪＲ御殿場線下土狩駅

受注者 東急 ＮＴＴコミュニケーションズ

試乗者 有（149名試乗） 有（440名試乗）

予算 市費100％ 国費100％（国交省補助金）

写真
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4-6.県内市町での取組③

事業主体 沼津市

実施時期 令和６年２月２３日～２５日

実施場所 沼津駅周辺

ルート 沼津駅－沼津港

受注者 東急

試乗者 無

予算 国費100％（国交省補助金）

写真
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